


  

平
成
28
年
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
受
入
が
６
月
９
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雪
解
け
も
平
年
よ
り

早
く
計
画
ど
お
り
に
播
種
作
業
・
定
植
作
業
と
も
に

順
調
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
中
旬
の
強
風
と
６
月

の
低
温
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
概
ね

生
育
も
良
好
に
進
み
昨
年
よ
り
６
日
早
い
受
入
開
始

と
な
り
ま
し
た
。

　
13
日
か
ら
は
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
共
撰

の
選
別
・
発
泡
氷

詰
め
作
業
も
開
始

さ
れ
、
氷
詰
め
さ

れ
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
丸
果
石
川

中
央
青
果
に
出
荷

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
製

氷
機
を
１
台
増

設
し
、
２
台
の

氷
詰
め
作
業
が

計
画
さ
れ
て
お

り
生
産
者
も
２

名
増
え
作
付
面

積
は
98
h
a
に
な

り
ま
し
た
。
販

売
金
額
は
３
億

５
０
０
万
円
を

計
画
し
、
10
月

下
旬
ま
で
出
荷

さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
高
岡
施
設
園
芸
生
産
組
合（
組
合
長 

藤
岡
浩
晃
）

の
視
察
研
修
が
、
６
月
13
日
、
会
員
15
名
参
加
の
も

と
、
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
の
仁
木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合
と

後
志
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で
余
市
町
の

川
合
氏
の
圃
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
仁
木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合
で
は
、
今
年
度
、
当
組

合
の
会
員
２
名
で
試
作
し
て
い
る
品
種
キ
ャ
ロ
ル
ス

タ
ー
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
育
状
況

や
栽
培
管
理
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
品
種
特
性
な
ど
に
つ
い
て
収
穫
間
際
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
見
な
が
ら
多
く
の
質
議
が
さ
れ
ま
し

た
。
　
続
く
余
市
の
川
合
氏
の
圃
場
で
は
、
毎
年
40
棟
以

上
の
ハ
ウ
ス
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
作
付
け
さ
れ
て
お

り
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
、
労
働
力
の
軽
減
が
行

わ
れ
、
作
業
の
効
率
化
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
興
味

津
々
で
様
々
な
質
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
終
了
後
に
は
、
ふ
と
み
銘
泉
の
万
葉
の
湯
で

懇
親
会
を
行

い
、
日
頃
の

疲
れ
を
癒
や

し
、
今
後
の

営
農
意
欲
を

高
め
る
こ
と

が
出
来
、
と

て
も
有
意
義

な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
６
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
直
売
所
出
荷
者
協
議

会
（
会
長
大
村
喜
紀
）
が
上
川
方
面
へ
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
日
帰
り
で
の
日
程
で
会
員
28
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
訪
問
し
た
の
は
道
内
で
も
多
大
な
人
気
を

誇
る
剣
淵
町
の
道
の
駅
「
絵
本
の
里
け
ん
ぶ
ち
」
で

す
。
こ
ち
ら
で
は
併
設
さ
れ
て
い
る
農
産
物
直
売
所

で
直
売
所
運
営
協
議
会
の
会
長
宍
戸
ひ
ろ
子
氏
よ
り

運
営
に
つ
い
て
の
独
自
の
ル
ー
ル
な
ど
詳
し
く
お
話

を
伺
う
事
が
で
き
、
参
加
者
も
「
と
れ
の
さ
と
」
に

は
無
い
取
り
決
め
に
興
味
を
持
ち
、
話
を
聞
き
ま
し

た
。
　
次
に
訪
れ
た
の
は
名
寄
市
風
連
町
に
あ
る
道
の
駅

「
も
ち
ご
め
の
里
な
よ
ろ
」
で
す
。
風
連
町
と
言
え

ば
お
餅
で
有
名
で
す
が
、
元
々
は
平
成
元
年
に
７
軒

の
も
ち
米
生
産
農
家
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
今

で
は
企
業
化
し
、
道
の
駅
の
指
定
管
理
も
請
け
負
う

全
国
的
に
も
珍
し
い
道
の
駅
で
す
。
こ
こ
で
地
元
食

材
を
使
用
し
た
蕎
麦
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
人
気
商

品
「
ソ
フ
ト
も
ち
」
の
製
造
工
場
を
視
察
し
、
株
式

会
社
も
ち
米
の
里
ふ
う
れ
ん
特
産
館
　
取
締
役
佐
藤

勝
氏
よ
り
、
組
織
の
28
年
の
歩
み
を
伺
い
ま
し
た
。

非
常
に
興
味
深
い
話
の
内
容

と
共
に
「
苦
労
は
無
か
っ

た
。
た
だ
楽
し
か
っ
た
」
と

語
る
佐
藤
氏
に
参
加
者
か
ら

の
質
問
は
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
は
そ
の

後
、
道
の
駅
で
買
っ
た
沢
山

の
お
土
産
を
両
手
に
無
事
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
共
撰
始
ま
る

直
売
所
出
荷
者
協
議
会
視
察
研
修
開
催

高
岡
施
設
園
芸
生
産
組
合
の
視
察
研
修
開
催

ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子ブロッコリー発泡氷詰め共撰作業の様子

生産者はキャロルスターの特性を質問し理解を深めました



　
6
月
6
日
、
気
温
22
度
で
風
は
ほ
と
ん
ど
無
く
最

高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
ヘ
リ
防
除
が
開
始
し

ま
し
た
。
本
年
度
の
散
布
面
積
は
、
秋
小
麦
82
町
、

春
小
麦
（
初
冬
蒔
き
含
む
）
75
町
と
昨
年
の
1
・
5

倍
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
年
々
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
　
こ
れ
は
農
作
業
が
多
様
化
し
て
い
る
近
年
の
農
業

体
系
を
反
映
し
て
い
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
無
人
ヘ
リ
１
機
で
10
町
程
の
面
積
を
約
2
時
間
で

散
布
出
来
、
作
業
効
率
も
良
く
、
そ
の
間
他
の
野
菜

類
の
播
種
、
移
植
、
管
理
作
業
が
で
き
、
特
に
今
年

の
様
な
天
候
不
順
な
年
は
、
天
候
を
み
な
が
ら
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
適
期
に
散

布
が
可
能
で
す
。

　
反
当
の
利
用
料
は

1
，
0
8
0
円
と
決
し

て
安
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
適
期
を
逃

さ
な
い
事
や
他
の
作
物

の
管
理
作
業
が
で
き
る

事
と
を
考
え
て
ご
検
討

戴
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
　
水
稲
の
防
除
は
既
に

取
り
ま
と
め
致
し
ま
し

た
が
、
追
加
希
望
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
麦
に
関
し
て

は
「
雪
腐
れ
防
除
」
等

を
秋
に
取
り
ま
と
め
致

し
ま
す
の
で
、
資
材
課

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
今
年
度
建
設
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
、
米
麦
乾
燥

調
製
施
設
の
保
管
倉
庫
新
設
工
事
の
地
鎮
祭
が
、
中

村
組
合
長
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
役
職
員
並
び
に
来
賓
・
工

事
関
係
者
29
名
の
出
席
の
も
と
6
月
1
日
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
式
典
中
は
大
き
な
影
響
も
な
く
、
石

狩
八
幡
神
社
の
花
田
宮
司
様
に
よ
る
地
鎮
祭
の
神
事

が
執
り
行
わ
れ
た
の
ち
、
施
主
で
あ
る
中
村
組
合
長

に
よ
る
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
に
向
け
た
挨
拶
に
続

き
、
来
賓
を
代
表
し
田
岡
石
狩
市
長
か
ら
の
ご
祝
辞

を
頂
き
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
保
管
倉
庫
の
新
設
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
の

秋
小
麦
の
大
豊
作
が
計
画
の
発
端
と
な
り
、
近
年
増

加
傾
向
で
あ
る
小
麦
の
作
付
面
積
に
加
え
不
安
定
な

天
候
状
況
下
の
収
穫
に
伴
う
乾
燥
・
調
製
作
業
を
よ

り
効
率
的
に
施
設
稼
働
す
る
た
め
に
も
保
管
施
設
の

確
保
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
倉
庫
新
設
が
計
画
さ

れ
、
10
月
完
成
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
日
頃
よ
り
児
童
・
生
徒
向
け
の
自

動
車
交
通
安
全
教
育
事
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
度
は
6
月
3
日
に
石
狩
南
高
等
学
校
に
お

い
て
札
幌
北
警
察
署
と
連
携
し
、
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
交
通
事
故
の
再
現
例
の
実

演
講
習
で
は
、自
転
車
の
事
故
、大
型
車
に
よ
る
左
折

巻
き
込
み
事
故
等
、
交
通
事
故
の
再
現
を
迫
力
あ
る

実
演
を
見
て
交
通
事
故
の
衝
撃
や
怖
さ
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

　
当
日
は
寒
い
天
気
で
し
た
が
9
4
9
名
の
生
徒
が

参
加
し
、交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、生
徒
会
長

に
よ
る
自
転
車
安
全
利
用
宣
言
を
行
い
終
了
し
ま
し

た
。
　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
地
域
社
会
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。　

米
麦
乾
燥
調
製
施
設「
保
管
倉
庫
新
設
工
事
」

　
　
　
　
　
　
　
地
鎮
祭
の
実
施
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
共
済
・
自
動
車
交
通
安
全
教
室
開
催

２８
年
産
秋
小
麦
ヘ
リ
防
除
開
始

代表理事中村組合長の安全祈願挨拶の様子代表理事中村組合長の安全祈願挨拶の様子

散布農薬の補充、燃料補給、準備万端無人ヘリによる農薬散布作業効率アップ

迫力のある実演により、その衝撃や怖さを実感しました

無人ヘリによる農薬散布作業効率アップ 散布農薬の補充、燃料補給、準備万端無人ヘリによる農薬散布作業効率アップ 散布農薬の補充、燃料補給、準備万端



 当ＪＡで管理している農作労災事故は平成28年6月末現在で、２件発生していま
す。7月は、作物の収穫が始まる時期です。鎌や包丁等の刃物による農作業事故も増
えていきますので、ご家族やパートの方々にも体調管理・農作業でのケガを注意し
て頂きますようにお願い致します。
 尚、農作業によるケガ等の労災事故は本店総務課までお問い合わせ下さい。
※症状や事故状況等により労災認定出来ない場合がありますのであらかじめご了承下さい。
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  平成28年肥料年度（28年6月～29年5月）の肥料価格をホクレンの手数料率の引き下げを含み、昨年比で15.6％
値下げすることとなりました。
　前年度に比べ、原料価格、燃料価格が下落、更に為替市場が円高に推移した事が主な要因となっております。
　当組合と致しましても、取りまとめによる予約購買に重点を置き、早期引き取り奨励を組み合わせた中で、組合員
のコスト低減に向けた価格設定をして参ります。成分、用途等で商系肥料との価格差はありますが、是非ご相談下さ
い。

＊取りまとめ奨励　　当用手数料から2％減、
　更に、取りまとめ大口奨励　当用手数料から最大で4％減（肥料取扱高200万以上）

主な肥料の前年度との比較（税込み、取りまとめ価格）

主な肥料 平成27年度 平成28年度 値下率
小麦肥料    　ＢＢ０８２（20kg）
野菜肥料    　ＮＳ２６２（20kg）
馬鈴薯肥料    　Ｓ０５３（20kg）

1,868円
2,376円
2,225円

1,566円
2,149円
1,976円

16.16%
9.55%
11.19%

※窒素、リン酸、カリの原体の配合割合で値下げ率が変わります。

組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
に

      

Ｊ
Ａ
・
ホ
ク
レ
ン
、系
統
を
上
げ
て
の
取
り
組
み
！！

組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
に

      

Ｊ
Ａ
・
ホ
ク
レ
ン
、系
統
を
上
げ
て
の
取
り
組
み
！！

組
合
員
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
に

      

Ｊ
Ａ
・
ホ
ク
レ
ン
、系
統
を
上
げ
て
の
取
り
組
み
！！







農業改良普及センター

今月の技術情報 平成28年7月1日
石狩農業改良普及センター石狩北部支所
TEL（0133）23-2146 FAX23-2887

農業改良普及センター

水  稲

 1  まず幼穂形成期を確認し、適期に管理作業を実施

 2  冷害危険期は深水対応で！！ 

品種、ほ場毎に、幼穂形成期を確認しましょう。
幼穂形成期に入ったら中干しは中止します。
幼穂形成期から危険期の始めまで（前歴期間）は、水深10cm
とします。
前歴期間は、花粉が増える重要な時期です。日中は止め水
で水温上昇に努めます。目標水温22℃以上です。
幼穂形成期から約10日後に、冷害危険期に入りますの
で、さらに深水とします。幼穂の伸長に合わせて1日1㎝
を目処に徐々に深水にして下さい。

（1）
（2）
（3）

（4）

（5）

 3  いもち病ゼロに向けた防除について
いもち病の常発水田・前年発生したほ場・「ななつぼし」「ゆめぴりか」等を作付けしているほ場で
は、予防剤として水面施用剤が効果的です。
水面施用剤は、いもち病菌がイネに侵入するのを阻止する高い予防効果があります。

（1）

（2）

◎幼穂形成期とは？
　主茎の幼穂長が2㎜に
達した時です。
　生育中庸な株の主茎を
根元から抜き取り、基部を
カミソリで縦切りにして、
確認します。

◎「いもち病水面施用剤」（使用量等は、防除ガイドブック石狩北部版等を参照）            

オリゼメート

コラトップ

幼穂長の確認

発育段階

日　数 幼穂形成期 5日目 10日目 13日目 16日目 20日目 25日目

低温の影響
有効分げつ期

原始体
分化期
花粉の分化現象

幼穂形成期

枝こう・えい
花分化期

前歴期間
耐冷素質を強くする

花粉の退化・発育不全

減数分裂期 花粉
充実期

幼穂伸長期
冷害危険期
不稔を防止する 中干し

出穂遅延 出穂期

穂ばらみ期

葉耳間長の観察 出穂の確認

※　藻類の発生が多いほ場でのパック・ジャンボ剤の使用は拡散性が劣るため避けましょう！
※　水田のワキ等の発生が見られる場合、水の入れ替えや軽い中干しを行ってから施用しましょう！（前歴期間突入前）

薬　剤　名 剤　　型 使用時期の目安 使　用　方　法
パック

1キロ粒剤 

1キロ粒剤12
ジャンボ

6月25日まで

7月5日まで

　湛水施用。施用後4～5日は湛水状態を

保ち、落水及びかけ流しはしない。



小  麦
　本年北部管内作況（品種：きたほなみ）は、出穂が、平年より10日ほど進んでいます。
　これから推測すると成熟期（水分40％）は7月中旬頃、収穫適期は7月20日頃と予測されます。
　天候・麦の穂数によって変動があるため、計画的な収穫作業を行いましょう。

 1  高品質小麦を収穫するために

豆  類

 1  雑草対策

 2  病害虫防除

　中耕は着蕾期（7月上中旬頃）までに終わらせ、手取り除草も早めに行い落花による着莢数減少を防止
しましょう。

（1）大豆のべと病
　　　黒大豆はべと病の影響が大きい
　　ので、開花期に必ず防除を行います。
　　　黄大豆は病斑数が30個/葉（病
　　斑面積率2.5％）以上が要防除水
　　準です。

（2）コンバイン収穫の注意点
・収穫作業の邪魔となる雑草は事前に抜き取り、ほ場外へ持ち出しましょう。
・子実水分30％以下での刈り取りを目指し、成熟不揃い・倒伏、穂発芽、雑草の多発、病害発生ほ場
　は、別刈りを行いましょう。
・子実水分35％以上の高水分小麦は異臭麦となりやすいため、長時間トラック等に堆積しないように注
　意しましょう。

（3）収穫後の調製によるDON汚染低減効果
・粒厚選別および比重選別を実施し、製品中の赤かび粒、ＤＯＮ汚染程度の減少に努めましょう。

（2）菌核病・灰色かび病
　菌核病や灰色かび病は、老化した花弁や傷口から進入し、接触している葉、さやに蔓延します。 
　開花期以降多湿条件が続くと発生しやすくなるため、防除を行いましょう。
   特に連作、多肥ほ場は、注意が必要です。

（1）適期収穫のため子実水分の確認
登熟期間中子実水分は40％まで１日あたり約
1.5％ほど減少します。40％以下になると急速に
低下し、１日あたり3～5％下がることもあるた
め、水分計でチェックしましょう。また、穂水分
調査による成熟期予測も参考にして下さい（石
狩北部管内のきたほなみ・ゆめちから栽培技
術43Pを参考にして下さい）。

・

穂水分による成熟期・収穫時期の判定法

大豆べと病の防除

※黒大豆は、開花始に要防除水準に達しなくても開花期に1回必ず防除！

要防除水準に達した時期

開花2～3週間前の場合

防除時期と回数

開花始の場合 開花期１回の散布

要防除水準に達した時期と
その2～3週間後の2回散布

時　期 穂水分
出穂後 25～30日 60％頃から予測

予想成熟期の前後 40％で成熟期

成熟期以降 30％以下で収穫

水分減少量

1.5％/日

3～5％/日

病害名 防除時期と回数

大豆の菌核病 開花始後 10～15日目に第1回散布、その後 10日毎に計3回散布 

小豆の灰色かび病 開花始後   7～10日目に第1回散布、その後 10日毎に計3回散布

※使用農薬については、防除ガイドを参考にして下さい。





16日

17日

20日

21日

24日

28日

石狩まるごとフェスタ第２回運営委員会

定例理事会

全国監査機構・一般監査～23日

女性部視察研修

米麦振興会視察研修

JAいしかり役員視察研修～30日

米麦保管倉庫建設地鎮祭

JA共済・自動車交通安全教室 

秋小麦ヘリ防除1回目

高岡施設園芸生産組合視察研修

直売所出荷者協議会視察研修

企画会議

理事会だより

6月のあゆみ

1日

3日

6日

13日

15日

第5回定例理事会　～6月17日～

◆ 審 議 事 項 ◆

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

⑩

自治監査結果について
検査指摘事項に対する改善状況等の報告について
給与規程の一部変更について
職制規程の一部変更について
内部監査規程の一部改正について
個人情報に係る内部監査規程の廃止について
個人情報取扱規程の一部変更について
コンプライアンス規程の一部変更について
都市農業振興に向けたJAグループの
　　基本的考え方に関する組織討議について
名誉組合員の推薦について

①
②

③

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

農産物作付状況及び出荷状況について
JAバンク基本方針に基づく
　「経営管理資料報告・財務モニタリング」について
JAバンク基本方針に基づく
　「体制整備モニタリング報告」について
内部審査結果について
全国監査機構・一般監査日程について
固定資産の取得について
製氷機の取得について
役員視察研修について
農業委員会総会について

◆ 報 告 事 項 ◆



遊佐　宏文・京子さん夫妻
○プロフィール
　出身地　　　　　　　石狩市花川（南線小学校・花川中学卒業）
　就農前の職業　　　　防衛大学卒　陸上自衛官として37年間勤務しておりました。　
　就農地区と就農年数　花畔地区に就農　平成27年12月から6か月目です。

Q 就農に至った理由は？
　妻京子さんの父親が佐賀県で今でも農業（水稲）者で高齢にもかかわらず元気でいること。またその周り
　の方々が農業をとても元気にされているのを見て感銘を受け、自分自身も陸上自衛隊を平成26年5月に定
　年退職した後は生涯現役を貫ける農業を、という思いがありました。
　また、幸いにも地元石狩で営農されている方々のもとで研修を受け、多くの農業技術や情報を取得するこ
　とができたことです。

Q 栽培作物は？
　露地物　　スイートコーン・白カブ・加工用トマト
　ハウス物　ミニトマト（千果）・大生姜
　200坪のハウスにてミニトマトを直売所（とれのさと）に9月頃に初出荷予定です。更に冬期間も2重ハウ
　スで保温し、年間を通して出荷販売して行きたい。
　今後は他品目野菜やリンゴ・サクランボの果樹にも挑戦する考えがあります。

Q 就農してみての現在の感想は？
　自衛官という堅苦しい縛りから解き放たれ、今は全くの「ストレス・レス」で、心身ともに楽しく気楽に
　希望を持って野菜を育てています。天候に左右される農業であり、また体は作業で痛みがあっても、以前
　の命がけの勤務に比べれば毎日が天国です。

Q 将来の目標や予定は？
　第二の人生は、自衛官として勤めた37年間よりも1年多い、38年間農業に従事することが目標です。96才以
　上まで生涯現役で農業を頑張ります。

ゆう   さ


